創立３０周年に寄せて
公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会

会　　長　　　園　山　和　夫　
　埼玉県グラウンド・ゴルフ協会が創立30周年を迎えられましたことを心からお祝い申し上げます。

　貴協会におかれましては、創立以来、組織の充実と各種事業の展開によるグラウンド・ゴルフの健全な普及振興に努められ、さらに平成21年には第22回全国グラウンド・ゴルフ交歓大会を成功に導かれました。また、ジュニア層への普及や、事務の効率化など、永きに渡る先進的な取組み、そのご尽力に対し、深く敬意を表しますとともに、貴協会の役員をはじめ、会員の皆さま方の熱意とご協力に心から感謝を申し上げます。
　ご存じのとおり、スポーツは健康の保持増進や体力の向上を図るだけでなく、家庭や地域の絆を深め、明るく豊かな生活を送るうえで重要な役割を果たしています。我が国において、生涯スポーツの一環として誕生したグラウンド・ゴルフにおいても、ゲームの楽しさはもとより、エチケットとマナーに重きを置き、仲間との交流を大切にする「理念」が普及の大きな力となってまいりました。
また、日本協会が実施した「グラウンド・ゴルフが健康に及ぼす効果に関する研究」では、日常的にグラウンド・ゴルフを楽しむことにより、ロコモティブシンドロームや転倒の予防に効果的であること、また、仲間との交流により心と体の不安感が少ないなどといった結果が出ており、健康寿命の延伸に繋がる可能性の高いスポーツであることが明らかになっております。
全国の愛好者が300万人ともいわれる現在、心身の健康を維持し、人とのつながりを深めるこのスポーツの力が、家族や仲間との絆を深め、健康で活力ある地域社会の実現と、皆さまの明るく充実した生活の一助となることを願ってやみません。
　公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会は、今後とも皆さまのご協力を得ながら、グラウンド・ゴルフの一層の普及・発展に努める所存であります。
　創立30周年を契機に、貴協会のますますのご発展と皆さまのご活躍を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。
